











































































































































































では、 90億二90x 10万ニ900万と計算している O すなわち 1億二10万である。氏の主張である















































































































































































































いう単位が存在しない以上、鄭玄注を採用するなら、 280億α万の略 (280X105+αx 104 [α
はOから 9までの整数])と見る以外にない③。
億万をO億O万の略と見ると、多くの注釈家がつける万万二億の場合も成立する④。すなわ
ち (280X108+βx10 4 [βはOから9999までの整数J)であり、 280万万β万と表記してもよい。













































(l) 布吊の重要性の指摘は、佐原康夫「漢代貨幣経済論の再検討J (r中国史学~ 4、1994年)を参
紹。
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この法数は、本文で表示する、下数・中数・上数および現代の方式とも異なるが、これら四種
における億兆点……の単位名称、の出現には規則性があるのにたIし、土礼居叢書本「国語』鄭玄注
の法数tこは、規則性のくず、れたところがある。億より上位の兆・京・妓が104倍ごとに出現する
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五rt銭の鋳造額(宮津知之)
のに対し、億自体は10"であることである。公序本『国語』の鄭注は一般に認められている古数
(下数)であって不審な点はないが、士礼居叢書本鄭注の法数は誤りであろう O
また「国語』楚語下の「官有十醜為億醜。」の章昭解に、
醜類也。以十醜承万為十万、 卜);日{意。古数也。今人乃以ノ'j)j為億。
(5) 後漢書』列伝師、玉景伝に、王景が安定陽から千乗海口に至るまで一千絵里に及ぶ渠院を修築
したときのこととして、
景雌簡省役費、然猶以白億計 O
とある。李賢注は「十)j日億」とするが、修築規模の大きさからして、万万二億のほうが相応し
いように思う。なおこの「百億を以て計る」内容は、布吊その他の財物の合計を銭建てで表現し
たものだろう O
(6) かつて『尚書J W孝経』の注に、「億万」なる単位を述べたものがあるという。すなわち甑鷺
『五経算術』巻上、尚書孝経兆民注数越次法に、
甑驚按、呂刑云、一人有慶、兆民頼之。注云、億)j日兆、太子日兆民、諸侯日万民。 ・…・按注
云億)j日兆、理或未尽。……若以下数言之、員Ij十億日兆。若以中数言之、則万万億日兆。若以
上数言之、則億億日兆。注乃云億万日兆者、正是)j億也。一一一按尚書無此注。故従孝経注釈之。
とあるのがそれである O また「五経算術』に注した唐の李淳風は「按今孝経亦無此注。」とした上
で、『尚書!l W孝経』の注は鄭玄の注であろうと言う孝経』は天子章第二の「甫刑云」とある部
分である。堅証驚と李淳風の記述によると『尚書.~ W孝経』の注に、かつて存在した「億)j1:::J兆」の
注がそれぞれ北周、唐までに無くなったという O そして甑鷺は、その注について「理未だ尽さざ
る或り」といい、正しくは '}j億」だとする億万」という単位が存在しないことの傍証である O
(7)手湾漢墓簡績~ (中華書局、 1997年)
(8) 史記』巻30、平準書
至今上即位数歳，漢興七十銭年之問、国家無事、非遇水早之災、民則人給家足、都都康~皆
満、而府庫飴貨財。京師之銭累巨万(集解、章昭目、巨万、今万)j)、貫朽而不可校。
(9) 史記』巻129、貨殖列伝
後年衰老而聴子孫、子孫修業而息、之、遂至巨万(集解、徐広日、 )j)j也)。故言富者皆称陶朱
/.'. 
"'-'0 
(10) 史記』巻117、司馬相如伝
治道二歳、道不成、士卒多物故、費以巨万計 o (索隠、案、日}j猶)j万也。案、数有大小二法。
張揖目、算法);万為億、是大数也。営子日、 卜万為億、是小数也。)
(ID 漢書』巻24上、食貨志
ゼ武帝之初七十年間、国家亡事、非遇水早、則民人給家足、都都康庚尽満、而府庫絵財。京
師之銭累百~fi)j、貫朽而不可校。(師古日、累白主P:}j、謂数白}j)j也。校謂計数也。)
『漢書』巻47、文三五伝
公孫諭多奇邪計、初見目、玉鶏千金、宮至中尉、号日公孫将軍。多作兵湾弓数十)j、而府庫
金銭且百鉦)j(師古日、鉦万、百万也。有百万者、員凡百也)、珠玉宝器多於京師。
(みやざわ ともゆき 史学科)
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